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研究成果の概要（和文）：本研究課題においては、翻訳と哲学は、類似の実践行為であるという立場、つまり「翻訳哲
学」の立場に立ち、日本哲学をフランス語によって論じ、紹介した。フランス語圏の研究者との共同研究により、ワー
クショップを開催し、また世界哲学会でパネル発表を行った。成果としてPhilosopher la traduction/Philosophizing
 Translationと題するフランス語と英語の論集の出版を企画し、その編集をほぼ終えることができた。

研究成果の概要（英文）：During this research period, I introduced Japanese philosophy in French language 
by arguing from the standpoint of “philosophy of translation”, that is to say, from the standpoint that 
translation and philosophy are similar practical activities. I held workshops through joint research with 
francophone researchers and gave panel presentations at the World Congress of Philosophy. As a result, I 
planned to publish “Philosopher la traduction/Philosophizing Translation”, a collection of articles in 
French and English, which I have almost finished editing.

研究分野： 日本哲学、翻訳学

キーワード： 翻訳哲学　日本哲学　比較思想　言語哲学　京都学派　西周
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１． 研究開始当初の背景 
 

(1）フランスにおける近代日本哲学の受容が
遅れている現状：フランスでは、近代日本哲
学は、「日本学」という領域に含まれるが、
そのうち最も研究が遅れている分野の一つ
である。ごく一部の日本学者には日本哲学の
積極的な受容が見られる。また、近代日本哲
学を研究テーマに選ぶ大学院生もここ数年、
少数ながら増加傾向にあるが、フランス語に
よる、近代日本の哲学の翻訳出版数、紹介の
ための論文集・研究書数は限られており、そ
の担い手の多くは、フランス語圏のカナダ人、
ベルギー人、そして日本人である。フランス
の大学・研究機関には日本哲学を専門とし指
導するフランス人教授はいないのが現状で、
若手研究者を育てることは難しい。また、日
本語を習得していない研究者には、西洋哲学
を基盤として生まれた明治以降の「哲学」の
基礎知識を得る機会もほぼ閉ざされている。 
 
2）「翻訳と近代日本哲学の接点」の成果の発
展：「翻訳と近代日本哲学の接点」は、西田
哲学の研究を深める中で得た、研究代表者に
とっては一つの研究結果としての課題であ
る。研究代表者は、翻訳学における「翻訳哲
学」という考え方(翻訳には反省的自意識が必
要で、これは哲学的行為にほかならない)に影
響を受け、独自の論理と体系をもつ西田の哲
学は、翻訳過程を経て構築されたものだとの
見解を示した。そこで「翻訳と近代日本哲学
の接点」を課題とし、さらに哲学の翻訳学研
究のための三つのアプローチを提示した―A
西洋哲学用語の漢語翻訳、B「哲学的文法」
の創造と言文一致、 C 西洋論理の解釈と同
化。 
  
２． 研究の目的 

 
本研究は、近代日本哲学をフランス語で紹介
するために、準備作業として、フランス語圏
の研究者との共同研究により、その発信の内
容と方法を検討すると同時に、翻訳学的問題
を掘り下げることを目的とする。特に、翻訳
を言語変換という単なる手段ではなく、哲学
的思索の一部であり、新たな哲学発信の原動
力ともなる行為および結果であると考え研
究する点に、本研究の特徴がある。また、こ
の翻訳学の観点に基づいて、フランスあるい
はフランス語圏の思想、文化、社会への近代
日本哲学の受容の問題も検討し、日仏思想の
比較研究も試みたい。 
 
３． 研究の方法 

 
主にフランス語圏地域の研究者と、フランス
語/日本語による共同研究を行うという方法
をとるが、フランス語圏地域以外の人研究者、
日本人でフランス語に精通した研究者の協
力も得ることになる。翻訳学、哲学（特に日

本哲学）という二つの領域からの研究者と連
携し、学会発表参加（平成 23 年）、ワークシ
ョップ開催（平成 23・24 年）、シンポジウム
開催（平成 25 年）の形で３年計画の研究を
段階的に進めてゆく。また、研究代表者個人
の研究や基礎研究作業としては、西田哲学の
翻訳学的分析を、国内の関連する学会・学術
組織で発表し、また論文として出版するとい
う計画がある。 
 
４． 研究成果 
 
(1) 日本哲学のフランス/フランス語圏への

紹介 
① 研究代表者個人として、西田幾多郎の後

期の哲学(特に行為や身体の問題)、また
田辺元の晩年の哲学(芸術論、詩論)に取
み、フランス語、日本語で研究発表を行
った。その一部は論文として出版するこ
とができた。 

② 日本哲学についての学会を通じて、フラ
ンス、ドイツ、スペイン、日本の哲学者
と今後の継続的な共同研究の計画を立
てることで合意した(フランス、スペイ
ンの大学での日本哲学の集中講義やセ
ミナー、ドイツでのワークショップ＝
2015 年 11 月に実施、パリでの定期的な
日本哲学研究会＝すでに実現)。 

 
(2) 日本哲学の翻訳学的研究 
① 国際ワークショップ「東アジアにおける

翻訳の歴史」(フランス語)を企画し、東
京で開催した。参加者は、カナダ、韓国、
台湾、ドイツ、日本の翻訳学研究者、お
よび哲学者であった。東アジアの言語と
ヨーロッパの言語の間の様々な翻訳の
問題について検討することができた。 

② World Congress of Philosophy(世界哲
学会、アテネで開催)で、日本哲学と翻
訳の研究をテーマとするラウンド・テー
ブルを企画し、スペイン、日本の日本哲
学を専門とする研究者と共に発表した。
哲学における言語と翻訳の問題の重要
さについて議論することができた。 

③ 研究代表者は、個人的に、京都学派の哲
学や西周の思想に見られる、翻訳と言語
の問題を掘り下げ、学会等で発表し、そ
の一部は論文として出版することがで
きた(日本語、英語)。 

④ 本研究の課題の一つである「翻訳哲学」
の研究に関心を抱いた、英米哲学および
教育哲学を専門とする研究者から、共同
研究の提案を受けた。この研究者を中心
とする研究グループと共に、研究代表者
は、京都、ロンドン、イタリアで開催さ
れた会合に出席し、研究発表を行った。
京都学派に見られる翻訳の問題を紹介
し、翻訳の創造性や翻訳不可能性の問題
等について彼らと議論することができ
た。 



 
(3) フランス語圏に向けての出版準備 
上述の(2)日本哲学の翻訳学的研究-①お

よび②の参加者の発表原稿をもとに、これを
加筆・修正してもらい、フランス語と英語に
よ る 図 書 Philosopher la 
traduction/Philosophizing translation の編
集を進めた。本科研費終了年度の翌年である
2015 年度内に南山宗教文化研究所から出版
する予定である。内容は、主に日本哲学を題
材とし、これの紹介という意味をもつが、さ
らに翻訳と哲学の問題を多方面から検討す
るというものである。 
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